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一、

ﾍ
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
妙
好
人
」
と
称
さ
れ
る
浄
土
真
宗
の
「
理
想
的
」
信
者
像
の
歴
史
的
性
格
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
種
々
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

枝
善
照
博
士
は
、
妙
好
人
が
生
ま
れ
、
「
注
目
さ
れ
る
経
過
に
は
、
そ
の
背
後
に
勝
れ
た
指
導
者
が
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
一
方
、

「
仰
誓
の
編
集
し
た
『
妙
好
人
伝
』
が
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
天
保
年
間
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
間
、
数
十
年
の
間
は
、
唱
導
師
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

『
手
控
』
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
朝
枝
博
士
の
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
『
唱
導
師
手
控
』
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
＞

本
に
は
「
物
語
に
朱
点
が
施
さ
れ
て
」
お
り
、
「
あ
る
場
合
に
は
、
節
談
に
も
利
用
さ
れ
た
」
可
能
性
も
窺
え
る
と
い
う
。

　
右
の
知
見
を
白
血
す
る
時
、
妙
好
人
と
節
談
に
よ
る
唱
導
に
は
、
か
な
り
の
深
い
係
わ
り
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

郊
本
稿
で
は
・
妙
好
人
の
天
と
し
て
名
高
い
椋
田
與
市
（
以
後
与
市
と
記
す
）
同
行
（
天
四
一
～
九
三
）
と
節
談
椿
原
流
の
説
教

者
野
世
渓
真
了
和
上
（
一
八
三
八
～
一
九
一
三
）
と
の
交
流
の
様
相
を
跡
づ
け
、
妙
好
人
と
節
談
説
教
者
と
の
関
係
を
究
明
し
て
み
た
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二

い
。
こ
れ
ま
で
、
如
上
の
課
題
解
明
の
前
提
と
し
て
、
妙
好
人
与
市
言
行
録
の
成
立
と
そ
の
特
色
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
ま
で
与

市
の
言
行
を
伝
え
る
唯
一
の
史
料
と
さ
れ
て
き
た
上
妙
寺
前
住
職
河
村
慶
雄
師
編
の
刊
本
『
是
人
名
分
陀
利
華
一
與
市
同
行
念
仏
抄
一
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
編
纂
材
料
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
写
本
『
与
（
與
）
市
簿
記
』
（
上
妙
寺
所
蔵
）
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
両
人
の
描
く
与
市
像
の

若
干
の
齪
齪
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
微
妙
な
与
市
像
の
相
違
は
、
刊
本
が
法
式
よ
り
の
聞
き
書
を
中
心
と
し
て
い
る
の

に
対
し
、
写
本
で
は
与
市
の
家
族
か
ら
の
情
報
を
多
く
用
い
て
い
る
と
い
う
、
両
者
の
依
拠
し
た
史
料
の
性
質
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

し
か
し
、
刊
本
の
出
版
に
際
し
、
妙
好
人
像
に
幾
許
か
の
変
容
を
生
じ
た
側
面
も
ま
た
看
過
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
刊
本
・
写
本
二
つ
の
与
市
言
行
録
に
窺
え
る
い
く
つ
か
の
逸
話
を
通
じ
て
、
与
市
同
行
と
真
了
和
上
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

具
体
的
交
流
の
諸
相
を
辿
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
次
に
、
真
了
の
自
坊
浄
楽
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
史
料
を
分
析
し
て
、
真
了
の
捉
え
た
与

市
像
の
一
端
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
う
え
で
、
言
行
録
に
は
与
市
の
法
義
の
味
わ
い
を
物
語
る
若
干
の
逸
話

も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
与
市
の
仏
法
の
味
わ
い
方
は
、
ど
の
よ
う
な
説
教
に
よ
る
「
お
育
て
」
を
蒙
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
現
存
の
真
了
や
兄
椿
原
了
義
師
の
説
教
の
記
録
と
対
比
し
つ
つ
、
与
市
へ
の
影
響
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
こ
う
。
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二
、
真
了
と
与
市
と
の
交
流

　
与
市
が
聴
聞
し
た
師
に
つ
い
て
、
刊
本
『
是
人
名
分
陀
利
華
』
は
次
の
如
く
記
す
。

　
3
　
与
市
を
引
き
立
て
た
の
は
椿
原
了
義
師
（
滋
賀
県
坂
田
郡
六
荘
村
字
高
橋
の
真
福
寺
）
で
あ
っ
た
。
与
市
二
十
歳
前
後
の
求
法
時

　
　
　
代
に
は
一
日
中
働
い
て
疲
れ
た
身
体
を
も
省
ず
、
二
里
計
り
も
あ
る
高
橋
の
真
福
寺
ま
で
法
を
聞
き
に
通
う
こ
と
百
夜
に
も
及
ん

　
　
　
だ
と
い
う
（
冒
頭
の
数
字
は
直
林
が
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
以
下
同
じ
、
ま
た
文
末
に
（
二
頁
）
と
刊
本
の
号
数
を
記
す
）
。

椿
原
了
義
（
一
八
三
二
～
七
九
）
に
関
し
て
は
、
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。



直林不退

　
　
天
保
三
年
近
江
真
福
寺
に
生
れ
る
。
幼
に
し
て
頓
悟
、
長
じ
て
才
幹
あ
り
、
鞭
て
宝
雲
に
師
事
し
て
宗
乗
を
学
ぶ
。
後
に
布
教
を
以

　
　
て
、
己
が
任
と
し
て
遊
化
に
暇
な
く
、
明
治
六
年
大
教
院
が
設
置
さ
れ
た
時
、
神
官
・
僧
侶
が
東
京
に
雲
集
し
た
が
了
義
の
雄
弁
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
優
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
後
に
権
大
講
義
に
零
せ
ら
れ
た
。
明
治
十
二
年
十
月
二
十
五
日
寂
。
四
十
八
才
。
〈
下
略
〉

こ
の
よ
う
に
「
八
七
三
（
明
治
六
）
年
大
教
院
に
て
居
並
ぶ
諸
宗
教
の
布
教
家
を
前
に
出
広
長
舌
、
「
布
教
王
」
の
名
声
を
恣
に
し
た
了

義
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
名
高
い
。
ま
た
、
一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
近
江
の
素
封
家
の
依
頼
に
て
法
演
に
招
待
さ
れ
た
際
、
事
前
に
大
枚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

「
法
礼
」
を
要
求
、
施
主
の
真
剣
な
聴
聞
を
促
し
た
後
に
改
め
て
返
金
し
た
「
お
礼
の
先
取
り
」
の
逸
話
か
ら
も
、
了
義
の
卓
越
し
た
布

教
の
資
質
が
窺
え
る
と
い
え
よ
う
。

　
与
市
は
、
一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年
正
月
の
生
ま
れ
で
あ
る
の
で
、
二
十
歳
前
後
の
一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
頃
は
、
九
歳
年
長
の

了
義
は
三
十
歳
に
近
づ
く
年
齢
で
あ
っ
た
。
実
際
、
与
市
の
自
宅
が
あ
る
坂
田
郡
入
江
村
字
磯
（
米
原
市
磯
）
か
ら
坂
田
郡
六
三
算
筆
高

橋
（
長
浜
市
高
橋
町
）
の
真
福
寺
ま
で
は
、
現
在
の
道
路
を
使
っ
た
場
合
七
、
六
キ
ロ
余
、
約
二
時
問
弱
の
道
の
り
で
あ
る
。
む
ろ
ん

「
百
夜
に
も
及
ん
だ
」
と
い
う
表
現
に
は
、
宗
祖
の
六
角
堂
参
籠
や
吉
水
入
室
に
因
ん
だ
意
味
あ
い
も
込
め
ら
れ
て
お
り
、
与
市
の
求
法

が
丁
度
百
日
で
あ
っ
た
か
は
別
と
し
て
、
道
を
求
め
て
の
真
剣
な
聞
法
の
日
々
が
続
い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
十
月
了
義
の
喪
に
で
あ
っ
た
与
市
は
、
了
義
の
実
弟
で
あ
り
椿
原
流
説
教
の
継
承
者
た
る
野
世
渓
真
了
の

法
乳
に
浴
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
1
3
　
椿
原
師
の
弟
野
世
々
真
了
師
は
よ
く
与
市
を
訪
れ
、
与
市
は
亦
よ
く
二
世
渓
師
の
法
話
を
聴
聞
し
た
も
の
で
あ
る
。
遺
時
与
市
が

　
　
　
野
虫
渓
師
の
説
教
に
参
り
そ
の
居
間
を
訪
れ
た
所
、
師
は
不
在
に
て
師
の
随
行
某
（
現
存
の
人
）
一
人
あ
り
て
「
与
市
御
安
心
は

　
　
　
確
か
か
い
、
お
浄
土
参
り
は
大
丈
夫
か
い
」
と
。
与
市
は
無
言
で
う
つ
む
い
て
い
る
。
随
行
者
の
再
三
の
催
促
に
、
漸
く
与
市
は

　
　
　
口
を
開
き
、
「
ワ
シ
の
力
で
行
け
た
ら
な
あ
」
と
言
っ
た
き
り
で
後
は
ポ
ロ
ポ
ロ
と
涙
を
流
し
て
い
た
（
六
頁
）
。

右
に
よ
れ
ば
、
真
了
の
説
教
終
了
後
、
与
市
は
真
了
の
居
間
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
与
市
の
来
訪
は
信
仰
上
の
問
い
の
解

三
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四

決
の
た
め
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
一
般
に
今
日
節
談
と
呼
ば
れ
る
高
座
説
教
の
場
合
、
布
教
使
に
よ
る
一
方
的
唱
導
が
中
心
で
あ
っ

た
と
の
イ
メ
ー
ジ
で
意
え
ら
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
か
っ
て
朝
枝
博
士
が
指
摘
し
た
説
教
後
に
お
同
行
が
あ
れ
こ
れ
と
信
仰
に
つ
い
て
語

　
　
　
　
　
（
1
1
）

り
あ
う
「
法
話
」
や
、
こ
う
し
た
お
同
行
か
ら
の
質
問
の
存
在
も
ま
た
、
叢
談
に
よ
る
法
座
機
能
の
一
面
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
与

市
の
「
御
安
心
」
の
確
か
さ
を
詰
問
す
る
随
行
の
僧
に
対
し
、
遂
に
与
市
は
自
分
の
力
で
は
浄
土
ま
い
り
は
で
き
ぬ
と
涙
な
が
ら
に
自
ら

の
領
解
を
披
渥
し
て
い
く
。
こ
の
時
不
在
で
あ
っ
た
真
了
が
ど
の
よ
う
に
事
態
を
収
束
し
た
か
一
切
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
わ
が
は

か
ら
い
に
て
ま
い
る
浄
土
で
は
な
い
」
と
の
教
義
は
、
与
市
の
心
中
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

37
37
ﾍ
、

姿
を
見
た
周
囲
の
人
々
の
同
情
に
対
し
、

　
　
〔
E
）

的
信
仰
の
特
質
と
し
て
多
角
的
に
論
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
3
8
　
与
市
は
、
時
々
野
菜
売
を
兼
ね
て
野
世
読
師
の
寺
へ
詣
で
た
。
野
虫
渓
師
の
村
へ
着
い
た
頃
、
寺
に
法
要
が
始
ま
っ
て
あ
る
と
、

　
　
　
野
菜
物
を
向
拝
に
お
い
た
ま
・
で
参
詣
し
た
。
村
の
人
々
も
与
市
が
参
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
誰
と
な
く
そ
の
野
菜
物
を
買
っ
て

　
　
　
行
き
、
法
要
が
終
る
頃
に
は
、
野
菜
物
は
皆
売
れ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
あ
と
に
は
売
っ
て
歩
く
よ
り
沢
山
の
金
が
残
っ
て
い
た
と

　
　
　
い
・
つ
（
二
二
頁
）
。

38

ﾌ
逸
話
に
よ
れ
ば
、
与
市
は
磯
か
ら
伊
香
郡
片
岡
村
東
野
（
長
浜
市
余
呉
町
東
野
）
ま
で
三
十
キ
ロ
以
上
の
道
程
を
、
お
そ
ら
く
半
日

あ
る
時
村
の
寺
で
三
日
間
二
世
渓
師
の
説
教
が
あ
っ
た
。
与
市
は
是
非
参
詣
し
た
い
も
の
と
、
畑
の
野
菜
物
を
沢
山
こ
し
ら
え
て

長
浜
へ
売
り
に
行
っ
た
所
、
思
う
よ
う
に
金
が
と
れ
な
か
っ
た
の
で
已
む
を
得
ず
そ
の
金
で
三
諦
ラ
（
豆
腐
の
か
す
）
を
沢
山
買

っ
て
来
て
妻
に
向
か
い
、
「
こ
・
三
日
間
、
お
説
教
の
間
中
は
こ
れ
で
こ
ら
え
て
く
れ
」
と
い
え
ば
、
妻
も
す
な
お
に
承
知
し

た
。
か
よ
う
な
貧
乏
な
有
様
を
見
て
、
人
々
が
同
情
し
て
「
こ
の
世
は
随
分
辛
い
所
じ
ゃ
ね
1
」
と
い
え
ば
、
与
市
曰
く
、
そ
れ

で
も
ナ
ー
、
仏
法
を
聴
か
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来
て
幸
せ
な
こ
と
じ
ゃ
（
二
一
～
二
二
頁
）
。

刊
本
に
再
々
登
場
す
る
与
市
の
困
窮
生
活
の
中
で
の
聞
法
を
伝
え
る
逸
話
の
典
型
で
あ
る
。
食
費
を
切
り
つ
め
て
ま
で
の
聴
聞
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
ま
で
聞
法
の
で
き
る
身
の
幸
せ
を
語
る
与
市
。
そ
れ
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
は
、
妙
好
人
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以
上
か
け
て
野
菜
を
売
り
歩
き
な
が
ら
参
詣
し
た
の
だ
。
与
市
の
聞
法
へ
の
情
熱
も
さ
り
な
が
ら
、
そ
う
し
た
与
市
の
心
根
と
人
間
性
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

共
感
し
た
で
あ
ろ
う
浄
楽
寺
周
辺
の
村
人
達
が
、
黙
っ
て
野
菜
物
を
購
入
す
る
心
情
に
は
実
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
を
感
じ
る
。

　
3
9
　
走
る
年
野
世
渓
師
の
寺
の
報
恩
講
に
参
っ
た
が
夜
、
皆
の
も
の
が
お
通
夜
し
て
い
る
の
に
与
市
独
り
は
グ
ー
ゐ
＼
と
寝
て
し
ま
つ

　
　
　
た
。
他
の
者
が
不
審
に
思
っ
て
ゆ
り
起
す
と
、
与
市
曰
く
、
お
前
等
は
御
開
山
の
お
通
夜
を
し
て
あ
げ
て
く
れ
、
ワ
シ
は
御
開
山

　
　
　
に
お
通
夜
し
て
貰
う
か
ら
（
二
二
頁
）
。

　
3
9
は
、
浄
楽
寺
報
恩
講
通
夜
の
折
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
「
頑
張
っ
て
通
夜
す
る
の
で
は
な
い
。
親
鷲
聖
人
に
通
夜
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
だ
」
と
い
う
与
市
の
味
わ
い
は
、
ま
さ
に
全
分
他
力
の
姿
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
浄
楽
寺
参
り
の
お
同
行
と

の
忌
揮
な
い
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
3
8
に
見
る
野
菜
を
引
き
取
っ
て
く
れ
る
人
間
関
係
が
構
築
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
5
3
　
与
市
は
明
治
二
十
六
年
三
月
二
十
四
日
五
十
三
歳
で
死
ん
だ
。
そ
の
時
の
病
気
は
背
中
に
瘍
の
よ
う
な
も
の
が
出
来
て
大
へ
ん
苦

　
　
　
し
か
っ
た
ら
し
い
。
与
市
の
病
篤
き
こ
と
を
聞
き
近
所
の
僧
侶
が
こ
れ
を
見
舞
っ
て
帰
っ
た
す
ぐ
後
へ
野
世
良
師
も
与
市
を
見
舞

　
　
　
い
に
来
た
。
与
市
、
師
に
向
っ
て
曰
く
只
今
僧
園
が
来
て
大
へ
ん
私
を
困
ら
せ
て
帰
っ
た
所
で
す
。
師
そ
の
故
を
尋
ね
る
に
与
市

　
　
　
曰
く
私
は
病
気
が
つ
ら
く
て
喜
ぶ
所
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
に
今
の
坊
さ
ん
は
臨
終
も
い
よ
い
よ
間
近
く
な
っ
た
の
だ
か

　
　
　
ら
、
ト
リ
ツ
メ
テ
御
慈
悲
を
喜
べ
一
と
、
喜
ば
ぬ
私
を
キ
ツ
ウ
お
叱
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
、
後
は
し
っ
か
に
念
仏
を
し
て

　
　
　
い
た
（
＝
二
頁
〉
。

こ
の
内
容
は
、
写
本
『
与
市
話
記
』
に
も
、
②
「
付
添
看
護
人
ノ
話
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
（
番
号
は
直
林
が

　
　
　
　
重
）

付
し
た
も
の
）

　
⑦
　
付
添
看
護
人
ノ
話
　
　
与
市
が
死
病
ノ
際
二
　
某
僧
が
見
舞
二
来
テ
日
ク
「
聴
ケ
バ
今
度
ハ
余
程
ノ
由
ジ
ャ
ガ
　
定
メ
シ
ツ
ラ
カ

　
　
　
ロ
ウ
　
然
シ
最
少
時
ノ
問
ジ
ャ
カ
ラ
勤
メ
テ
喜
コ
バ
シ
テ
貰
ヲ
ゾ
」
ト
云
ヒ
マ
シ
タ
ラ
　
与
市
ハ
「
ハ
イ
」
ト
返
事
ヲ
シ
タ
キ
リ

　
　
　
無
言
デ
有
り
マ
シ
タ
　
少
時
ス
ル
ト
　
某
僧
モ
帰
ラ
レ
マ
シ
訴
訟
へ
　
忠
恕
福
音
院
が
出
違
二
御
越
シ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ラ
　
病
人

五
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六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
ハ
顔
見
ル
ナ
リ
老
院
二
二
サ
ル
ニ
ハ
「
只
今
某
曽
が
来
テ
　
私
ヲ
イ
ジ
メ
テ
帰
ヒ
ラ
レ
マ
シ
タ
」
ト
云
ハ
レ
マ
シ
タ
ラ
　
老
院
日

　
　
　
ク
「
何
ト
云
フ
テ
イ
ジ
メ
タ
カ
」
ト
尋
子
ラ
レ
タ
ラ
「
平
日
デ
際
へ
喜
コ
ベ
ヌ
私
話
　
此
ノ
場
二
至
テ
『
最
少
時
ジ
ャ
ー
カ
ラ
心

　
　
　
棒
シ
テ
喜
コ
ベ
』
ト
　
イ
ジ
メ
テ
帰
ラ
レ
マ
シ
タ
」
ト
話
シ
テ
居
レ
マ
シ
タ

　
写
本
②
を
刊
本
5
3
と
対
比
す
る
と
、
「
笹
津
」
と
与
市
そ
し
て
与
市
と
真
了
の
こ
と
ば
の
や
り
と
り
を
逐
一
正
確
に
記
録
し
て
い
る
点

に
気
づ
く
。
つ
ま
り
、
②
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
内
容
を
な
る
べ
く
簡
潔
に
整
理
し
た
の
が
、
5
3
の
文
脈
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ

て
、
刊
本
に
比
べ
成
立
年
代
も
古
く
資
料
的
価
値
の
高
い
と
考
え
ら
れ
る
写
本
に
お
い
て
も
、
僅
か
一
例
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
与
市
と

真
了
の
交
流
の
様
子
を
記
し
て
い
る
の
だ
。
か
く
し
て
、
刊
本
に
七
例
披
見
で
き
る
了
義
・
真
了
と
関
連
す
る
逸
話
に
は
、
果
し
て
史
実

性
を
看
取
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
若
干
検
討
し
て
い
く
。

　
確
か
に
、
そ
れ
ら
七
例
の
物
語
の
内
で
僅
か
に
②
の
一
例
の
み
し
か
写
本
に
登
場
し
な
い
の
は
、
奇
異
の
感
を
否
め
な
い
。
既
に
別
丁

で
若
干
言
及
し
た
よ
う
に
、
写
本
の
三
三
個
の
逸
話
の
中
で
二
一
例
が
、
与
市
の
家
族
か
ら
入
手
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
写

本
の
全
逸
話
の
内
、
講
座
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
も
の
は
一
例
も
な
く
、
「
布
教
師
」
が
登
場
す
る
の
も
死
を
忌
み
嫌
う
「
農
業
家
」
を

寺
へ
同
行
し
説
諭
し
て
も
ら
う
話
（
⑰
）
だ
け
で
あ
る
。
一
方
、
刊
本
の
成
立
に
際
し
最
も
多
く
の
情
報
を
提
供
し
た
の
は
、
与
市
と
親

交
の
深
か
っ
た
山
本
権
門
と
い
う
法
友
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
刊
本
に
は
一
二
個
の
仏
法
の
師
や
法
史
に
関
す
る
物
語
を
収
載
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
写
本
と
共
通
す
る
の
は
、
前
掲
の
真
了
の
見
舞
い
の
話
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
写
本
は
「
家
族
を
通
し
て
見
た
与
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

像
」
を
中
心
と
し
て
お
り
、
刊
本
で
は
「
法
友
の
眼
に
写
っ
た
与
市
の
姿
」
が
重
き
を
な
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
真

了
と
与
市
が
接
点
を
有
す
る
の
は
、
大
部
分
法
座
と
い
う
仏
法
聴
聞
の
場
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
結
果
と
し
て
真
了
と
の
交
流

の
物
語
は
ほ
と
ん
ど
写
本
に
は
記
載
さ
れ
ず
、
僅
か
に
病
床
見
舞
い
の
場
面
で
の
光
景
が
「
付
添
看
護
人
」
の
見
聞
と
い
う
形
で
写
本
に

盛
り
込
ま
れ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
写
本
⑦
で
は
、
野
台
渓
真
了
の
こ
と
を
何
の
注
記
や
紹
介
も
な
し
に
「
浄
楽
寺
老
院
」
と
気
軽

に
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
与
市
と
真
了
と
の
深
い
交
誼
の
様
子
は
、
周
囲
の
人
々
に
も
充
分
熟
知
さ
れ
て
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い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
刊
本
の
伝
え
る
七
例
の
物
語
は
、
た
と
え
写
本
の
裏
付
け
を
欠
く
と
し
て
も
、
概
ね
歴
史
的
事
実
を

示
す
と
捉
え
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
5
8
　
或
る
時
病
身
渓
師
が
説
教
の
上
で
「
真
実
信
心
の
行
者
は
何
時
思
い
出
し
て
も
お
浄
土
を
待
ち
受
け
る
心
持
ち
が
あ
る
」
と
。
そ

　
　
　
れ
を
聞
い
て
い
た
与
市
は
説
教
が
終
っ
て
か
ら
師
の
座
敷
へ
行
き
「
私
に
は
斯
々
お
浄
土
を
待
ち
受
け
る
心
持
ち
が
あ
り
ま
せ
ぬ

　
　
　
が
こ
れ
は
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
師
曰
く
、
「
旧
藩
時
代
に
彦
根
の
牢
屋
に
沢
山
の
囚
人
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
或

　
　
　
時
殿
様
に
御
慶
事
が
あ
っ
て
特
赦
の
恩
典
の
沙
汰
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
囚
人
の
中
に
は
う
れ
し
く
て
一
夜
も
眠
ら
れ
な

　
　
　
い
者
も
あ
っ
た
が
、
中
に
は
平
気
で
高
軒
で
ね
て
い
る
者
も
あ
っ
た
。
し
か
し
翌
朝
時
刻
が
来
る
と
ど
ち
ら
の
者
も
同
じ
よ
う
に

　
　
　
牢
を
出
し
て
も
ら
っ
た
」
と
。
与
市
は
こ
れ
を
聞
い
て
大
へ
ん
喜
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
三
三
～
三
四
頁
）
。

　
5
8
は
、
真
了
の
説
教
を
聴
聞
し
た
与
市
が
そ
の
内
容
を
質
問
に
い
く
話
で
あ
り
、
前
掲
1
3
と
同
様
の
光
景
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
「
浄
土
を
待
ち
受
け
る
心
」
の
な
い
自
分
の
姿
を
正
直
に
告
白
す
る
与
市
に
対
し
、
真
了
は
江
戸
時
代
の
「
特
赦
」
の
桑
津
を
用
い

て
、
そ
の
疑
問
に
答
え
て
い
く
。
あ
た
か
も
『
歎
異
事
』
第
九
条
の
師
弟
の
問
答
を
彷
彿
と
さ
せ
る
二
人
の
や
り
と
り
で
あ
る
が
、
こ
の

話
は
与
市
の
仏
法
の
味
わ
い
を
遺
憾
な
く
伝
え
る
と
共
に
、
真
了
の
説
教
が
身
近
な
讐
喩
・
因
縁
を
駆
使
し
て
、
お
同
行
に
感
受
さ
れ
て

い
く
実
例
を
示
す
点
で
極
め
て
興
味
深
い
。

　
右
の
よ
う
に
、
七
例
の
刊
本
及
び
写
本
に
見
ら
れ
る
椿
原
了
義
・
野
世
渓
真
了
と
い
う
二
人
の
説
教
者
と
与
市
と
の
交
流
の
物
語
を
紹

介
し
て
き
た
。
与
市
は
了
義
・
真
了
兄
弟
の
法
意
を
ま
さ
に
不
惜
身
命
熱
心
に
聴
聞
す
る
の
み
な
ら
ず
、
個
人
的
に
も
深
い
つ
な
が
り
を

結
ん
で
い
っ
た
。
真
了
と
与
市
の
二
人
の
共
有
す
る
宗
教
的
境
地
は
、
随
行
者
や
他
の
同
行
さ
ら
に
は
近
隣
の
僧
と
い
え
ど
も
容
易
に
介

入
で
き
難
い
感
応
道
交
の
結
び
つ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
二
人
目
強
い
法
の
絆
は
、
周
辺
の
人
々
に
も
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
さ
り
げ
な
い
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
点
も
黙
過
し
難
い
。
そ
こ
で
次
に
角
度
を
変
え
て
、
真
了
の
自
遣
直
楽
寺
に
所
蔵
さ
れ

る
史
料
の
中
で
与
市
に
関
係
あ
る
も
の
を
若
干
紹
介
し
、
真
了
の
側
か
ら
見
た
与
市
と
の
関
連
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

七
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三
、
浄
楽
寺
文
書
に
見
る
与
市
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〔
迅
）

　
古
楽
寺
に
蒐
蔵
さ
れ
る
真
了
の
布
教
日
誌
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
以
降
の
記
録
で
あ
る
。
従
っ
て
、
与
市
存
命
期
間
と
重
な

る
の
は
、
僅
か
二
年
し
か
な
い
。
そ
こ
で
、
与
市
が
真
了
の
説
教
を
ど
の
程
度
聴
聞
し
た
か
は
、
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い
。
し
か
し
、

一
人
の
布
教
使
の
出
講
会
所
は
、
お
お
む
ね
急
激
に
変
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
布
教
日
誌
に
見
る
真
了
の
磯
上
妙
寺
で
の
法
演
の

回
数
を
ま
と
め
て
み
た
。

　
　
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
一
月
一
〇
日
～
一
二
日
　
　
↓
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
二
月
一
二
日
～
一
三
日
　
讃
題
　
大
聖
世
尊

　
　
ノ
章
　
　
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
五
月
六
日
夜
　
　
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
七
月
二
九
日
～
三
〇
日
　
讃
題
　
金
剛
ノ
信

　
　
心
バ
カ
リ
ノ
御
消
息
　
　
］
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
五
月
三
日
～
四
日
　
讃
題
　
願
力
成
就
ノ
報
土
　
　
同
年
一
二
月
二
五
日
～

　
　
二
八
日
讃
題
出
家
発
心
章
　
　
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
一
二
月
二
五
日
～
二
八
日
讃
題
願
力
成
就
ノ
報
土
ニ
ハ

　
　
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
四
月
八
日
～
九
日
　
讃
題
　
五
帖
目
四
回
目
　
磯
婦
人
会
　
　
↓
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
立
月
一
〇

　
　
日
＝
日
　
讃
題
　
五
帖
目
四
通
目
　
同
与
市
法
会
〈
十
七
回
忌
力
〉
　
　
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
二
月
一
日
～
三
日
讃
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
　
四
十
八
願
成
就
シ
テ

真
了
の
上
妙
寺
へ
の
出
講
は
、
日
誌
の
現
存
す
る
時
期
に
限
定
し
て
も
一
〇
回
に
及
ぶ
。
ま
た
、
当
時
上
妙
寺
の
本
坊
で
あ
っ
た
彦
根
職

　
　
　
　
（
1
8
）

人
町
明
性
寺
へ
の
布
教
は
、
こ
の
間
一
五
回
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
両
寺
と
の
緊
密
な
関
係
は
、
真
了
の
後
半
生
に
突
如
と
し
て
構
築
さ

れ
た
と
は
考
え
難
く
、
布
教
日
誌
の
存
在
し
な
い
前
半
生
に
あ
っ
て
も
、
与
市
周
辺
へ
の
出
講
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い
た
と
見
て
大
過
な

い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
与
市
は
、
刊
本
言
行
録
に
も
窺
え
る
よ
う
に
、
あ
ち
こ
ち
の
万
座
へ
参
詣
し
聴
聞
の
縁
を
持
っ
た
、
と
い
う
。
こ

う
し
た
広
域
に
わ
た
る
熱
心
な
聞
法
は
、
与
市
に
限
ら
ず
篤
信
な
同
行
に
あ
っ
て
は
種
々
見
う
け
ら
れ
る
ほ
ど
に
習
慣
化
さ
れ
て
い
た
の
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だ
。
ま
さ
に
坂
田
郡
か
ら
彦
根
に
か
け
て
の
地
域
へ
の
巡
錫
は
、
真
了
の
布
教
日
誌
に
数
多
く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
与
市
が
真
了
の
説
教

を
再
三
再
四
聴
聞
し
て
い
た
と
の
刊
本
の
記
述
は
、
浄
楽
寺
文
書
に
よ
っ
て
も
類
推
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
真
了
の
布
教
日
誌
第
一
冊
目
に
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
十
二
月
二
三
日
に
、

　
　
磯
村
与
市
招
待
相
勤
ム

と
の
法
親
藩
莚
の
記
事
が
あ
る
。
篤
信
な
同
行
が
施
主
と
な
り
、
自
宅
を
開
放
し
て
自
ら
聴
聞
し
周
囲
の
人
々
に
聞
法
の
縁
を
結
ん
で
も

ら
う
在
家
法
座
は
、
真
了
の
布
教
日
誌
に
も
再
々
登
場
す
る
如
く
、
当
時
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
日
誌
の
巻
末
に
は
、
真
了
自
身
の
備
忘

録
的
意
味
あ
い
を
持
つ
「
回
礼
記
」
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
壱
圓
　
　
　
　
　
　
同
与
市
」
と
あ
り
、
二
月
二

三
日
の
与
市
の
進
来
し
た
「
法
礼
」
は
「
壱
圓
」
で
あ
っ
た
、
と
判
明
す
る
。
懇
志
の
額
を
公
開
批
評
す
る
の
は
本
来
癒
し
む
べ
き
こ
と

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
金
額
は
、
前
後
の
個
人
進
納
記
載
が
ほ
と
ん
ど
何
銭
単
位
の
額
で
あ
り
、
同
年
五
月
九
日
よ
り
二
日
間
営
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

た
福
岡
県
感
田
村
（
現
在
の
直
方
市
感
田
）
の
香
月
卓
論
が
「
祖
先
ノ
百
年
忌
」
と
し
て
勤
修
し
た
法
会
の
謝
儀
が
十
円
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
勘
案
す
る
と
決
し
て
寡
少
で
は
な
い
。
与
市
に
と
っ
て
真
了
の
招
待
は
、
人
生
最
後
か
つ
最
大
の
ご
縁
と
の
心
意
気
で
開
塾
し
た

法
面
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
よ
う
に
与
市
自
身
に
よ
る
在
家
法
蔵
の
開
演
は
、
写
本
言
行
録
⑰
の
在
家
報
恩
講
の
時
の
逸
話
と
同
様

に
、
妙
好
人
与
市
な
り
の
精
一
杯
の
「
教
人
信
」
の
発
露
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
写
本
刊
本
共
に
掲
載
す
る
物
語
と
し
て
、
病
床
の
与
市
を
真
了
が
見
舞
っ
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
与

市
の
臨
終
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
三
月
二
四
日
の
こ
と
な
の
で
、
幸
い
布
教
日
誌
が
現
存
し
て
お
り
真
了
の
動
静
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
こ
で
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
一
月
～
三
月
に
か
け
て
、
真
了
が
米
原
付
近
を
通
過
し
た
事
例
を
検
証
し
て
お
き
た
い
。

　
◎
一
月
七
日
～
九
日
　
世
継
村
護
法
会
引
立
　
　
㊧
一
月
一
〇
日
～
一
二
日
　
磯
村
上
妙
寺

　
⑬
一
月
一
七
日
～
一
九
日
梅
ヶ
原
村
源
隆
寺
　

⑭
二
月
二
二
日
～
二
六
日
高
宮
円
照
寺

　
⑬
三
月
五
日
　
一
番
汽
車
ニ
テ
発
途
　
大
垣
着

九
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一
〇

　
㊦
三
月
↓
三
日
前
昼
夜
岐
阜
川
原
町
松
井
三
治
郎
方
ニ
テ
在
勤
　
一
四
日
午
前
六
時
四
三
分
の
汽
車
ニ
テ
自
坊
へ
引
取

　
㊤
三
月
一
六
日
　
一
番
汽
車
ニ
テ
上
京
一
日
滞
在

右
の
◎
～
㊤
の
内
、
⑬
・
㊤
は
一
番
汽
車
を
利
用
し
て
の
強
行
日
程
で
用
件
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
途
中
下
車
は
想
定
し
に

く
い
。
⑭
は
、
彦
根
か
ら
の
距
離
と
三
月
三
日
犬
上
郡
川
合
村
に
て
説
教
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
考
え
る
と
、
ま
だ
巡
教
中
の
身
の
上

で
も
あ
り
、
来
訪
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
◎
・
㊨
・
⑱
は
共
に
、
与
市
宅
近
く
の
布
教
で
あ
る
が
、
果
し
て
臨
終
間
近
か
の
時
期
と
言
え
る

か
ど
う
か
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
㊦
の
三
月
一
四
日
岐
阜
で
の
用
務
を
済
ま
せ
、
余
呉
へ
の
帰
途
米
原
で
汽
車

を
降
り
て
態
々
立
寄
っ
た
可
能
性
が
最
も
高
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、
真
了
の
見
舞
は
、
与
市
の
往
生
一
〇
日
前
の
で
き
ご
と

で
あ
り
、
上
妙
寺
や
近
郷
の
会
所
へ
の
布
教
の
つ
い
で
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
途
中
下
車
を
し
て
の
来
訪
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
0
）

　
浄
楽
寺
所
蔵
の
「
寄
附
人
名
簿
」
と
い
う
記
録
に
は
、
年
代
不
詳
な
が
ら
坂
田
郡
磯
村
の
一
五
人
の
同
行
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
中
川
由
五
良
　
金
二
十
銭
　
　
椋
田
与
市
　
　
金
十
銭

中
川
由
五
良
は
、
上
妙
寺
所
蔵
の
「
明
治
六
年
三
ヶ
寺
常
灯
発
起
」
に
与
市
と
と
も
に
名
を
連
ね
る
「
由
五
良
」
の
こ
と
で
あ
り
、
与
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
1
）

の
日
常
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
や
は
り
真
了
と
与
市
周
辺
の
法
友
だ
ち
の
間
に
は
浅
か
ら
ぬ
つ
な
が
り

が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
真
了
の
長
子
で
そ
の
布
教
を
継
承
し
た
野
壷
渓
真
海
（
一
八
七
二
～
一
九
二
三
）
の
布
教
材
料
の
手
控
（
野
世
才
朝
師
編
「
滋

賀
県
余
呉
町
聖
楽
寺
所
蔵
写
本
目
録
」
1
⑥
の
「
無
題
」
）
に
は
、
欄
外
に
「
与
市
」
と
記
す
以
下
の
逸
話
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
　
外
来
ノ
客
二
対
シ
ロ
ロ
公
（
1
1
念
仏
・
部
分
合
字
）
斗
リ
称
ヘ
テ
御
法
義
ノ
話
ヲ
セ
ス
　
何
虫
聞
シ
テ
呉
レ
ト
言
タ
ラ
　
仏
壇
ヲ
開

　
　
テ
正
信
偶
ヲ
読
レ
タ

こ
れ
は
、
写
本
刊
本
に
も
な
い
内
容
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
真
海
が
師
父
真
了
を
通
じ
て
聞
き
取
っ
た
与
市
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え
る
で
あ
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ろ
う
。
そ
し
て
同
時
に
多
数
現
存
す
る
真
了
の
手
身
軽
に
与
市
の
動
静
が
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
実
際
没
後
一
六
年
後
の
「
法

会
」
に
出
講
す
る
程
に
深
く
交
流
し
た
身
近
な
同
行
の
日
常
や
経
義
相
続
の
あ
り
よ
う
は
真
了
に
と
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
筆
記
し
て
お
く
必
要

も
な
い
位
鮮
烈
な
記
憶
で
あ
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
与
市
往
生
の
折
は
弱
冠
二
一
歳
で
あ
っ
た
真
海
の
時
代
に

な
り
、
は
じ
め
て
布
教
の
素
材
と
し
て
与
市
の
逸
話
が
記
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。

　
か
つ
て
、
朝
枝
博
士
は
、
『
妙
好
人
伝
』
が
説
教
の
素
材
と
し
て
私
的
に
筆
写
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
。
私
も
、
高
座

の
う
え
か
ら
語
ら
れ
る
妙
好
人
の
物
語
を
聴
聞
し
た
人
々
の
中
か
ら
、
新
た
な
妙
好
人
が
育
っ
て
い
く
と
い
う
連
鎖
に
つ
い
て
述
べ
た
こ

　
　
　
（
飽
）

と
が
あ
る
。
浄
楽
寺
文
書
の
説
教
手
控
の
中
か
ら
僅
か
一
例
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
与
市
を
布
教
の
因
縁
話
で
紹
介
す
る
た
め
の
メ
モ
の

存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
節
談
と
妙
好
人
と
の
関
係
を
実
証
す
る
史
料
と
し
て
極
め
て
興
味
深
い
。

　
血
漿
寺
文
書
に
窺
え
る
与
市
像
は
、
決
し
て
豊
か
な
内
容
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
前
述
の
よ
う
に
真
了
の
説
教
を
永
年
聴
聞
し
た
可
能

性
や
精
一
杯
の
「
法
礼
」
を
準
備
し
て
の
在
家
法
座
の
玉
章
、
臨
終
間
近
の
真
了
の
見
舞
の
日
程
の
裏
付
け
、
そ
し
て
与
市
・
由
五
良
の

喜
捨
の
記
録
な
ど
、
い
く
つ
か
の
興
味
あ
る
事
実
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
与
市
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
次
代
の
真
海

の
説
教
手
控
に
登
場
す
る
の
は
、
与
市
が
「
理
想
的
」
信
者
像
の
典
型
と
し
て
起
座
の
場
で
語
り
つ
が
れ
て
い
っ
た
証
拠
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
以
下
そ
う
し
た
与
市
の
仏
法
の
味
わ
い
が
ど
の
よ
う
な
布
教
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
の
か
、
若
干
分
析
し
て
み
よ
う
。

四
、
与
市
の
言
行
と
了
義
・
真
了
の
説
教

与
市
の
言
行
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
中
で
、
彼
の
こ
法
義
の
味
わ
い
を
如
実
に
窺
え
る
の
は
、
次
の
発
言
で
は
な
か
ろ
う
か
。

で
刊
本
写
本
に
あ
る
与
市
の
こ
と
ば
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
学
的
特
色
が
窺
え
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

〔
刊
本
〕
〈
「
存
○
」
は
写
本
と
共
通
・
極
似
す
る
内
容
〉

そ
こ
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31　25　23　15　14　1240　394144　4258　57　56　49

二

仏
様
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
楽
じ
ゃ
。
存
⑳

信
心
じ
ゃ
安
心
じ
ゃ
と
あ
ち
こ
ち
よ
そ
の
方
ま
で
捜
し
ま
わ
る
こ
と
は
要
ら
ん
こ
と
や
。

ワ
シ
は
そ
こ
（
“
胸
・
付
直
林
）
は
明
る
く
て
も
暗
く
て
も
か
ま
は
ん
。

喜
ん
で
い
る
心
も
娑
婆
に
置
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
ん
な
時
（
1
1
命
が
終
っ
た
と
き
・
付
直
林
）
ま
で
ほ
っ
て
お
く
親
で
も
な
か
ろ
う
。

ア
ー
、
今
日
も
申
訳
が
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
悪
い
こ
と
・
は
知
り
な
が
ら
や
め
も
せ
ず
、
善
い
こ
と
・
知
り
な
が
ら
行
い
も
せ
ず
、

ま
こ
と
に
お
恥
か
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
存
⑦

お
前
等
は
御
開
山
の
御
通
夜
を
し
て
あ
げ
て
く
れ
、
ワ
シ
は
御
開
山
に
御
通
夜
し
て
貰
う
か
ら
。

お
互
の
必
ず
沈
む
に
間
違
い
の
な
い
姿
じ
ゃ
。
お
仏
壇
を
あ
け
て
見
て
、
仏
様
が
立
っ
て
お
い
で
に
な
っ
た
ら
、
お
助
け
に
間
違

い
な
い
。
存
⑦

ワ
シ
は
御
文
章
の
中
に
、
企
行
や
雑
修
や
自
力
の
心
を
ふ
り
す
て
・
弥
陀
を
た
の
め
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
有
難
く
喜

ん
で
い
ま
す
。
存
⑦

ワ
シ
等
の
心
中
は
間
違
う
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
存
⑦

お
互
の
頂
き
よ
う
位
は
足
ら
ぬ
か
て
ど
う
で
も
よ
い
で
は
な
い
か
。
足
ら
ぬ
所
は
親
様
が
よ
い
よ
う
に
し
て
下
さ
ろ
う
か
ら
。
存

㊧
「
う
ま
い
こ
と
。
う
ま
い
こ
と
。
と
い
う
て
も
あ
か
ん
う
ま
い
こ
と
」
（
与
市
の
領
解
）

お
浄
土
へ
参
っ
て
親
様
に
聞
い
て
み
ね
ば
わ
か
ら
ぬ
存
㊧

ア
i
、
御
勿
体
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
慈
悲
が
あ
れ
ば
こ
そ
存
⑰

私
に
は
仲
々
お
浄
土
を
待
ち
受
け
る
心
持
ち
が
あ
り
ま
せ
ぬ
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〔
写
本
〕

　
◎
思
ヘ
バ
思
フ
程
有
難
い
事
ジ
ャ
ー
　
今
度
船
囲
ル
ノ
デ
目
無
ク
参
ら
せ
ら
る
・
の
ジ
ャ
ゼ
i
　
義
者
ハ
仕
合
者
ヤ

　
㊥
奴
や
私
者
ミ
タ
ヨ
ウ
ナ
　
カ
イ
シ
ョ
ウ
ノ
無
イ
者
ヲ
　
仏
様
ガ
イ
ツ
ワ
リ
ダ
マ
シ
ヤ
ロ
カ
イ
ヤ

　
⑫
掛
者
ハ
　
昏
倒
モ
不
分
明
カ
ラ
迷
フ
故
二
　
御
開
二
様
ガ
　
態
々
御
出
世
ニ
ナ
リ
テ
　
心
配
ス
ル
ナ
　
貴
様
士
官
ン
ニ
モ
知
ル
マ
イ

　
　
ケ
レ
ド
　
我
々
ニ
ハ
　
如
来
様
が
頃
モ
守
テ
お
呉
レ
ル
カ
ラ
　
安
心
シ
テ
休
ム
ダ
ケ
休
メ
　
イ
ヤ
ニ
ナ
ッ
タ
ラ
御
浄
土
へ
連
テ
行
ク

　
　
カ
ラ
　
心
配
セ
ナ
ト
呼
デ
テ
お
呉
レ
ル

　
②
我
々
が
仏
説
ヲ
聴
カ
サ
レ
テ
　
喜
コ
バ
サ
セ
テ
貰
フ
カ
ラ
　
我
々
二
功
徳
が
有
ル

　
⑫
頃
モ
人
事
カ
ト
思
フ
テ
ル
ト
　
御
慈
悲
ガ
ワ
カ
ラ
ン

　
⑤
私
ノ
ヨ
ナ
ミ
タ
イ
ナ
者
ヲ
　
仏
様
が
百
重
千
重
取
リ
マ
イ
テ

　
か
つ
て
、
写
本
と
刊
本
を
比
較
し
、
写
本
に
存
在
し
た
と
こ
ろ
の
、
与
市
が
自
ら
頂
い
た
お
念
仏
の
味
わ
い
を
周
辺
の
人
に
一
同
に
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

り
か
け
る
内
容
の
五
例
が
、
刊
本
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
右
に
両
者
の
筆
致
を
掲
出
し
た
如
く
、
与
市
の
領

解
そ
の
も
の
の
特
色
に
関
し
て
は
、
写
本
と
刊
本
と
大
差
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
右
に
掲
出
し
た
与
市
の
こ
と
ば
を
通
覧
し
て
ま
ず
気
づ
く
の
は
、
1
5
・
2
3
・
2
5
・
3
9
・
4
4
・
5
8
・
◎
・
㊥
の
よ
う
な
、
徹
底
的
に
自
力

心
を
否
定
す
る
与
市
の
味
わ
い
の
姿
勢
で
は
な
い
か
。
与
市
は
、
わ
が
機
の
「
明
暗
」
・
「
喜
こ
ん
で
い
る
心
」
・
そ
し
て
「
お
浄
土
を
待

ち
受
け
る
心
」
ま
で
も
、
救
済
の
条
件
と
は
せ
ず
、
悉
く
否
定
し
て
い
く
。
与
市
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
他
力
廻
向
「
親
様
」
の
お
は
か
ら

い
の
み
が
、
真
実
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
奇
し
く
も
与
市
自
身
が
4
1
で
吐
露
す
る
よ
う
に
、
「
上
行
雑
修
自
力
を
す
て
て
弥
陀
を
た
の

め
」
と
の
仰
せ
に
従
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
如
来
の
お
慈
悲
を
た
だ
「
う
ま
い
こ
と
」
と
受
け
と
る
領
解
に
も
通
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
全
分
他
力
の
風
光
は
、
他
の
妙
好
人
や
真
宗
信
者
の
味
わ
い
の
特
色
と
し
て
広
く
見
う
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

与
市
の
場
合
、
そ
れ
が
彼
の
仏
法
領
解
の
深
奥
に
通
底
す
る
基
盤
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
。

＝
二
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】
四

　
こ
う
し
た
与
市
の
信
仰
の
特
質
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
培
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
自
ら
「
字
を
知
ら
ぬ
（
刊

本
ご
と
い
う
与
市
に
と
っ
て
、
唯
一
の
仏
法
に
で
あ
う
場
は
こ
法
座
で
あ
り
、
説
教
聴
聞
と
布
教
使
や
同
行
と
の
交
流
の
み
が
仏
法
の

味
わ
い
を
深
め
る
ご
縁
で
あ
っ
た
の
だ
。
与
市
が
永
年
聴
聞
し
私
淑
し
た
了
義
・
真
了
の
説
教
の
内
容
と
与
市
の
発
言
と
を
対
比
し
、
共

通
す
る
側
面
の
有
無
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
真
了
の
説
教
全
篇
を
記
録
し
た
写
本
と
し
て
は
既
に
『
帖
丸
和
讃
談
録
』
四
会
分
を
翻
刻
紹

　
　
（
2
4
∀

介
し
た
。
そ
れ
以
外
に
浄
楽
寺
に
は
未
発
表
の
真
了
の
説
教
＝
二
席
全
篇
の
台
本
と
し
て
、
『
信
心
獲
得
章
説
教
』
一
巻
（
「
滋
賀
県
余
呉

町
浄
楽
寺
所
蔵
写
本
目
録
」
1
一
）
が
蒐
蔵
さ
れ
て
い
る
。
野
世
渓
朝
住
職
は
、
こ
の
真
了
自
筆
の
台
本
五
九
丁
目
全
文
翻
刻
作
業
を
完

成
さ
れ
た
。

　
a
　
空
テ
カ
タ
メ
タ
此
ノ
身
ナ
レ
ト
モ
　
頂
ク
御
慈
悲
ハ
ミ
タ
ノ
本
願
　
聞
ク
其
ノ
シ
リ
カ
ラ
忘
レ
ル
心
ノ
其
ノ
中
へ
　
ワ
ス
レ
テ
下

　
　
　
サ
レ
ン
御
慈
悲
一
ツ
カ
夜
力
明
テ
　
便
り
ナ
キ
此
ノ
身
二
便
リ
ニ
ナ
リ
テ
下
サ
ル
・
ハ
　
此
ノ
南
一
声
（
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の

　
　
　
略
記
）
ノ
御
謂
レ
シ
ヤ
モ
ノ
何
ト
シ
タ
仕
合
セ
ヤ
ラ
（
一
五
丁
）

　
b
　
今
ハ
ヤ
フ
ー
御
慈
悲
ノ
御
念
力
二
引
立
ラ
レ
テ
　
カ
・
ル
仕
様
ノ
ナ
ヒ
私
ヲ
　
此
侭
ナ
カ
ラ
助
ケ
ル
ト
ア
ル
　
弥
陀
願
力
ノ
不

　
　
　
思
議
ソ
ト
（
二
七
丁
）

　
c
　
聞
事
モ
不
足
喜
フ
事
モ
不
足
　
チ
ツ
ト
モ
天
窓
ノ
上
ラ
ヌ
不
足
ナ
私
へ
　
余
ル
モ
ノ
ハ
間
違
セ
ヌ
ノ
御
慈
悲
バ
カ
リ
　
タ
ラ
ン

　
　
　
私
へ
余
ル
如
来
ノ
御
大
恩
（
三
〇
丁
）

　
d
　
願
モ
イ
ラ
ヌ
　
行
モ
イ
ラ
ヌ
　
煩
悩
ヲ
止
ム
ル
生
活
モ
イ
ラ
ス
　
真
実
聞
バ
カ
リ
ナ
リ
（
七
一
丁
）

　
e
　
聞
ハ
キ
ク
ホ
ト
我
身
ノ
浅
間
布
事
了
知
レ
ル
ニ
付
テ
　
御
慈
悲
ノ
深
ヒ
事
力
添
レ
　
イ
ヨ
・
・
罪
モ
障
モ
コ
レ
ナ
リ
テ
　
ス
ク
ヒ

　
　
　
取
ロ
フ
ノ
御
本
願
二
疑
ヒ
晴
レ
　
早
や
往
生
ノ
夜
力
明
テ
（
七
二
丁
）

こ
の
a
～
e
の
説
教
は
、
与
市
の
！
5
・
2
3
・
2
5
・
3
1
・
4
0
・
4
4
・
5
8
・
O
の
こ
と
ば
と
相
通
じ
る
面
が
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
ま
た
、

「
こ
の
機
の
侭
の
お
助
け
」
と
い
う
味
わ
い
は
、
『
帖
外
和
讃
談
録
』
の
末
尾
の
一
文
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見
テ
来
ヌ
浄
土
正
当
ニ
ナ
リ
　
生
身
ノ
如
来
サ
マ
ハ
拝
ン
タ
コ
ト
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
　
唯
今
命
チ
終
り
マ
シ
テ
モ
下
機
ノ
侭
ノ
御
助
ケ

　
　
ト
安
堵
ノ
思
ヒ
カ
ラ
（
拙
著
八
九
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゐ
）

と
も
同
じ
領
解
に
根
ざ
す
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
真
了
の
説
教
を
記
録
し
た
『
猟
漁
章
説
教
』
刊
本
に
は
、
次
の
よ
う
な

「
三
業
帰
命
」
説
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

　
・
三
業
の
働
借
に
や
出
来
ん
の
な
ら
手
間
が
入
る
が
、
窯
業
所
か
、
口
業
所
か
、
意
業
の
働
ま
で
入
ら
ぬ
、
唯
思
召
一
つ
を
主
計
じ

　
　
や
。

　
・
意
業
の
働
も
入
ぬ
、
微
塵
で
も
意
業
の
働
き
を
交
へ
る
の
な
ら
他
力
と
は
云
は
ぬ
。

　
・
信
明
院
様
が
『
タ
ス
ケ
タ
マ
ヘ
ト
イ
フ
ハ
、
タ
．
・
コ
レ
大
悲
ノ
勅
命
二
信
順
ス
ル
コ
・
ロ
ナ
リ
』
信
と
は
疑
ハ
ズ
、
順
と
は
さ
か
ら

　
　
は
ず
助
け
て
や
ら
ふ
の
仰
せ
を
疑
は
ず
逆
は
ぬ
の
な
ら
、
助
け
た
ま
へ
は
、
仰
せ
の
ま
・
に
順
ふ
ば
か
り
ぢ
や
。

　
・
信
明
心
様
は
、
寝
食
を
忘
れ
て
、
御
裁
断
あ
そ
ば
さ
れ
た
る
御
消
息
の
中
に
（
中
略
）
、
信
順
の
二
字
を
以
て
、
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
と

　
　
御
諭
し
下
さ
れ
た
。

　
・
去
る
明
治
二
十
二
年
の
頃
に
、
或
一
派
に
於
て
、
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
は
請
求
の
儀
で
、
仰
せ
に
順
ふ
た
中
に
、
ど
う
ぞ
の
思
ひ
が
無
げ

　
　
に
や
、
助
け
た
ま
へ
に
成
ら
ぬ
の
ち
や
と
、

　
・
信
明
院
様
は
『
タ
ノ
ム
モ
ノ
ハ
決
定
往
生
シ
、
タ
ノ
マ
ヌ
モ
ノ
ハ
往
生
不
定
』
と
仰
せ
ら
れ
た
。

　
右
の
各
条
項
に
よ
れ
ば
、
真
了
の
説
教
で
は
衆
生
の
側
の
「
信
心
」
そ
し
て
「
浄
土
を
願
う
心
」
ま
で
も
「
意
業
」
の
中
に
含
め
、
全

て
「
自
力
心
」
で
あ
る
と
否
定
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
如
来
の
「
助
け
て
や
ら
ふ
の
仰
せ
を
疑
は
ず
逆
は
ぬ
」
「
信
順
」
の
み
が
、
他
力

救
済
の
成
立
要
件
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
信
心
理
解
は
、
三
業
惑
乱
後
の
安
心
の
統
一
過
程
に
お
い
て
、
最
も
重
要
視
さ
れ

た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　
三
業
惑
乱
に
関
し
て
は
、
真
了
の
兄
椿
原
了
義
の
三
種
類
の
説
教
本
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

五
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一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
『
御
裁
断
御
消
息
法
話
』
一
巻
　
　
『
裁
断
三
明
御
消
息
説
教
』
三
巻
　
　
『
タ
ノ
ム
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
略
弁
』
一
巻

こ
れ
等
三
種
の
説
教
本
は
、
了
義
の
布
教
を
記
録
し
た
版
本
全
曲
余
毒
の
中
で
も
、
か
な
り
の
分
量
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

椿
原
流
説
教
に
と
っ
て
も
、
三
業
惑
乱
後
の
「
安
心
」
の
再
統
一
の
問
題
は
、
最
も
重
視
す
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
了
義
も
真
了
も
繰
り
返
し
巻
き
返
し
「
信
楽
帰
命
」
「
無
疑
信
順
」
を
説
き
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
内
、
『
裁
断
寒
明
御
消
息

説
教
』
巻
上
第
二
席
に
は
次
の
一
文
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
　
何
時
聞
ヒ
テ
モ
換
ラ
ヌ
御
慈
悲
、
喜
ブ
時
延
ヘ
ル
御
慈
悲
ヂ
ヤ
ナ
ヒ
、
喜
べ
ヌ
奴
へ
喜
バ
ス
が
六
字
法
、
法
ヲ
離
レ
テ
胸
ヲ
探
ス
ノ

　
　
ヂ
ヤ
ナ
ヒ
、
我
胸
探
シ
テ
見
レ
バ
案
ジ
ラ
レ
ル
バ
カ
リ
、
案
ジ
ル
胸
へ
御
慈
悲
ノ
法
が
届
ヒ
テ
、
届
ヒ
タ
法
が
死
ヌ
マ
デ
離
レ
ヌ

　
　
故
、
何
時
思
ヒ
出
シ
テ
モ
ヤ
レ
嬉
シ
ヤ
ヤ
レ
貴
ト
ヤ
ト
喜
ビ
ノ
＼
日
送
リ
ガ
出
来
ル
ノ
ヂ
ヤ

　
『
御
裁
断
御
書
』
及
び
『
御
裁
断
申
明
書
（
御
消
息
）
』
は
、
一
八
〇
六
（
文
化
三
）
年
＝
月
三
業
惑
乱
の
終
結
に
あ
た
り
、
本
如
宗

主
が
「
三
業
帰
命
」
の
誤
り
を
明
示
し
、
「
弥
陀
を
た
の
む
」
と
は
「
管
下
請
求
」
の
儀
で
は
な
く
「
無
窓
信
順
」
で
あ
る
と
開
顕
し
た

消
息
で
あ
る
。
朝
枝
博
士
は
、
『
自
謙
日
誌
』
に
よ
り
本
曲
宗
主
の
『
御
裁
断
御
書
』
広
略
二
本
目
製
作
の
か
げ
に
仰
飾
師
の
肉
弟
石
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

浮
泉
寺
履
善
師
と
瑞
泉
寺
自
謙
師
の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
。

　
『
御
裁
断
御
書
』
に
は
、

　
　
そ
の
信
心
の
す
が
た
と
い
ふ
は
、
な
に
の
や
う
も
な
く
、
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
雑
修
自
力
の
こ
こ
ろ
を
ふ
り
す
て
て
、
一
心
一
向
に
阿

　
　
弥
陀
如
来
、
今
度
の
わ
れ
ら
が
一
大
事
の
後
生
、
お
ん
た
す
け
候
へ
と
た
の
み
た
て
ま
つ
る
一
念
の
信
ま
こ
と
な
れ
ば
、
弥
陀
は
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
認
）

　
　
な
ら
ず
遍
照
の
光
明
を
放
ち
て
そ
の
人
を
摂
取
し
た
ま
ふ
べ
し

と
あ
り
、
ま
た
『
御
裁
断
申
明
書
』
に
は
、

　
　
中
興
上
人
は
さ
し
よ
せ
て
、
「
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
雑
修
自
力
の
心
を
ふ
り
す
て
て
、
一
心
に
阿
弥
陀
如
来
、
わ
れ
ら
が
一
大
事
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
生
御
た
す
け
候
へ
と
た
の
め
」
と
は
教
へ
た
ま
へ
り
。
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と
、
と
も
に
『
領
解
文
』
の
一
節
を
引
い
て
「
信
楽
帰
命
説
」
の
正
義
を
決
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
三
口
は
、
ま
さ
に
羽
の
与
市
の
こ
と

ば
そ
の
も
の
で
あ
り
、
本
如
宗
主
の
明
示
し
た
「
正
意
安
心
」
が
了
義
や
真
了
の
説
教
を
媒
介
し
て
、
そ
の
ま
ま
与
市
の
仏
法
味
わ
い
の

基
底
に
ま
で
到
り
届
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
五
十
嵐
大
策
氏
は
、
『
御
裁
断
申
明
書
』
『
御
裁
断
御
書
』
が
「
大
衆
伝
道
の
場
で
も
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
」
た
と
さ
れ
、
両
書
と
源
左
・
才
市
同
行
と
い
っ
た
妙
好
人
の
領
解
と
の
関
連
を
問
う
視
点
を
提
示
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
宗
門
に
よ
る
三
業
惑
乱
後
の
教
学
再
建
の
方
向
性
を
信
者
一
人
一
人
へ
伝
達
す
る
役
割
を
量
っ
た
の
が
、
節
談
説
教
者
で
は
な
か
っ

　
〔
3
1
）

た
か
。
戦
前
ま
で
広
島
県
の
浄
土
真
宗
寺
院
で
は
、
「
五
日
か
ら
六
日
報
恩
講
さ
ん
が
あ
っ
て
、
直
談
説
教
で
三
業
惑
乱
一
代
記
を
謡
い

（
3
2
）

た
」
と
の
、
古
老
の
口
伝
が
存
在
す
る
と
い
う
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
節
談
と
い
う
様
式
化
さ
れ
た
布
教
法
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
状
況

か
ら
生
ま
れ
、
結
果
と
し
て
一
面
に
お
い
て
い
か
な
る
機
能
を
果
し
た
か
を
推
測
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
与
市
の
仏
法
領
解
の
味
わ
い
は
、
了
義
・
真
了
兄
弟
の
椿
原
流
幻
談
に
よ
っ
て
慈
心
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
彼
の
徹
底
的
に
自
力
の
は
か
ら
い
を
嫌
い
、
す
べ
て
を
如
来
に
ま
か
せ
る
姿
勢
は
、
了
義
・
真
了
の
説
教
に
お
い
て
繰
り
返
し
弁

じ
ら
れ
た
こ
法
義
の
あ
り
よ
う
と
見
事
に
合
致
し
て
い
る
。
即
ち
、
そ
れ
こ
そ
、
三
業
惑
乱
後
の
教
学
再
建
の
状
況
下
で
強
く
打
ち
出
さ

れ
た
「
安
心
」
の
路
線
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
今
ま
で
、
妙
好
人
の
言
行
と
そ
の
時
代
の
教
学
の
立
場
と
を
直
接
的
に
対
比
論
究
す

る
作
業
は
種
々
行
な
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
本
稿
で
は
両
者
の
問
に
説
教
者
の
法
皇
と
い
う
妙
好
人
が
日
常
的
に
聴
聞
し
て
き
た
布
教
の
特

色
を
加
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
者
の
法
義
の
味
わ
い
が
ど
の
よ
う
に
深
め
ら
れ
た
か
を
実
態
的
に
跡
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。

五
、
む
す
び
に
か
え
て

　
近
世
末
期
以
来
浄
土
真
宗
の
「
理
想
的
」
信
者
像
と
し
て
、
広
く
宣
揚
さ
れ
て
き
た
妙
好
人
た
ち
。
こ
れ
ま
で
妙
好
人
の
慈
育
の
か
げ

に
、
す
ぐ
れ
た
指
導
者
の
存
在
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
妙
好
人
の
言
行
そ
れ
自
体
が
伝
承
さ
れ
に
く
い
の
に
加
え
て
、
妙
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八

好
人
た
ち
が
仏
法
聴
聞
し
た
法
座
自
体
の
痕
跡
も
極
め
て
留
め
難
い
。
ま
し
て
、
妙
好
人
と
い
わ
れ
た
同
行
に
直
接
語
り
か
け
深
い
影
響

を
与
え
た
で
あ
ろ
う
説
教
者
の
特
定
す
ら
、
判
然
と
し
な
い
ケ
ー
ス
が
大
部
分
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
上
妙
寺
前
鑑

河
村
慶
雄
師
が
与
市
の
言
行
録
を
編
集
出
版
さ
れ
同
案
に
別
の
写
本
が
残
存
し
、
ま
た
浄
楽
寺
文
書
に
よ
っ
て
与
市
を
育
て
た
と
さ
れ
る

説
教
者
野
世
渓
真
了
の
法
演
の
有
り
様
が
あ
る
程
度
把
握
で
き
る
の
は
、
稀
有
の
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
真
了
と
与
市
と
の
交
流
ひ
い
て
は
真
了
の
布
教
が
与
市
の
仏
法
領
解
に
い
か
に
関
わ
っ
た
か
を
検
討
し
、
妙
好
人
と
節
談

説
教
者
と
の
関
連
に
つ
い
て
課
題
を
設
定
し
た
。
刊
本
及
び
写
本
の
与
市
言
行
録
に
は
、
七
例
の
了
義
・
真
了
兄
弟
と
の
交
流
を
示
す
逸

話
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
与
市
の
真
剣
な
求
法
と
真
了
の
懇
切
な
教
化
・
余
人
の
介
入
を
許
さ
な
い
二
人
の
宗
教
的
境
地
の
共
有

の
様
相
を
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
三
楽
寺
主
の
真
了
の
布
教
日
誌
か
ら
類
推
す
る
と
、
や
は
り
与
市
は
か
な
り
の
頻
度
で
真
了
の

説
教
を
聴
聞
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
晩
年
の
与
市
は
、
「
教
人
工
」
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
自
ら
施
主
と
な
り
在
家
夕
座
を

開
莚
し
真
了
を
招
待
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
言
行
録
に
あ
る
最
晩
年
の
見
舞
日
程
の
特
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
他
、
新
た
な
与
市
・
由

五
良
の
喜
捨
記
録
も
発
見
さ
れ
た
。
一
方
、
真
了
の
長
男
真
海
の
手
控
に
は
僅
か
一
例
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
与
市
篤
信
の
物
語
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
真
海
は
、
布
教
の
因
縁
話
と
し
て
実
在
の
与
市
の
定
義
相
続
の
姿
を
紹
介
し
て
い
た
と
見
て
大
過
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
実
在
の
妙
好
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
説
教
の
場
で
語
ら
れ
、
そ
れ
を
聴
聞
し
た
人
々
の
中
か
ら
新
た
な
妙
好
人
が
生
ま
れ
て

い
く
、
と
い
う
構
造
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
そ
の
う
え
で
、
与
市
の
仏
法
の
味
わ
い
と
了
義
・
真
了
の
布
教
と
の
関

連
を
追
究
し
て
み
た
。
与
市
の
言
行
録
か
ら
窺
え
る
彼
の
仏
法
の
味
わ
い
方
は
、
自
ら
の
心
の
「
明
暗
」
、
「
喜
こ
ん
で
い
る
心
」
「
お
浄

土
を
待
ち
受
け
る
心
」
ま
で
も
、
自
力
の
は
か
ら
い
と
し
て
徹
底
的
に
否
定
し
て
い
く
点
に
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
と
等
質
な
念
仏
の
味
わ

い
を
説
く
法
言
は
、
新
出
の
真
了
の
説
教
台
本
や
了
義
・
真
了
の
説
教
刊
本
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
披
見
で
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ

が
、
近
世
後
期
の
三
業
惑
乱
以
来
、
本
願
寺
教
団
で
確
立
さ
れ
て
き
た
「
理
想
的
信
者
像
」
の
「
安
心
」
の
姿
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
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丁註　　　　　　　　　　　765432）　）　）　）　）　）

　　　　　1098
）　）　）

（
1
1
）

（
1
2
）

研
究
史
と
し
て
は
、
朝
枝
善
照
氏
『
妙
好
人
伝
基
礎
研
究
』
一
三
頁
、
児
玉
営
営
「
『
妙
好
人
伝
』
小
考
」
（
『
近
世
仏
教
』
第
六
巻
第
二

号
、
朝
枝
氏
編
『
妙
好
人
伝
研
究
』
）
後
者
二
四
二
頁
、
母
岩
明
道
氏
『
妙
．
好
人
伝
の
研
究
』
七
～
一
六
〇
頁
な
ど
が
あ
る
。

『
さ
い
ち
さ
ん
』
四
七
頁
。

「
新
資
料
・
『
唱
導
師
手
控
』
の
紹
介
」
（
『
続
妙
好
人
伝
基
礎
研
究
』
）
二
一
七
頁
。

註
（
3
）
垂
準
二
一
八
頁
。
尚
、
『
牢
記
好
人
伝
基
礎
研
究
』
は
、
朝
枝
善
照
著
作
集
第
三
巻
と
し
て
再
刊
の
予
定
で
あ
る
。

拙
稿
「
讃
岐
の
庄
松
」
（
『
大
法
輪
』
第
七
三
巻
第
五
号
、
特
集
妙
好
人
〈
そ
の
純
朴
な
信
仰
世
界
〉
）
七
五
頁
。

上
妙
寺
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
滋
賀
県
米
原
市
磯
）
。

拙
稿
「
立
談
と
そ
の
信
者
像
一
妙
好
人
与
市
同
行
言
行
録
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
六
号
）
七
三
頁
。
ま

た
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
紹
介
し
た
同
量
所
蔵
の
写
本
『
妙
好
人
椋
田
與
市
伝
』
の
筆
者
「
高
木
実
衛
」
は
、
一
九
九
〇
年
に
出
版
さ
れ

た
『
重
心
好
人
伝
近
江
・
美
濃
篇
』
の
編
者
で
あ
っ
た
。
高
木
氏
は
、
同
書
に
お
い
て
『
是
人
名
分
陀
利
華
』
に
基
づ
き
与
市
の
行
状
を

紹
介
し
、
「
昭
和
四
十
二
年
二
月
十
七
日
」
と
同
年
「
十
二
月
二
十
五
日
」
上
妙
寺
参
詣
の
こ
と
を
記
す
（
四
九
頁
）
。
お
そ
ら
く
こ
の
写

本
の
成
立
は
二
度
目
の
訪
問
の
直
前
に
執
筆
し
二
十
五
日
の
報
恩
講
の
折
に
持
参
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

浄
楽
寺
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
滋
賀
県
長
浜
市
余
呉
町
東
野
）
。

井
上
哲
雄
氏
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
」
三
二
三
頁
。

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
五
日
、
了
義
師
の
自
坊
真
福
寺
（
長
浜
市
高
橋
町
）
へ
出
講
の
際
、
下
寺
の
こ
門
徒
よ
り
拝
聴
。
ま
た
こ
の
折
に

帰
宅
さ
れ
て
い
た
了
義
師
の
曾
孫
椿
原
寛
氏
（
当
時
名
古
屋
市
在
住
、
翌
年
ご
逝
去
）
も
、
こ
の
逸
話
を
聞
い
た
記
憶
が
お
あ
り
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
逸
話
の
出
典
は
『
大
金
言
』
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
が
、
未
確
認
で
あ
る
。

「
浄
土
真
宗
の
伝
道
の
特
色
」
（
註
（
3
）
著
書
）
一
八
五
頁
。
浄
土
真
宗
布
教
用
語
の
概
念
規
定
に
関
し
て
は
、
後
小
路
薫
氏
の
前
近
代

で
は
「
説
教
」
で
は
な
く
「
勧
化
」
を
用
い
る
べ
き
と
の
提
言
が
あ
る
（
『
「
勧
化
本
」
の
研
究
』
四
七
頁
）
が
、
最
近
関
山
和
夫
博
士
よ

り
「
異
称
が
極
め
て
多
い
の
で
限
定
の
必
要
は
な
い
」
と
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
（
『
説
教
の
歴
史
的
研
究
』
五
頁
参
照
）
。

福
間
光
超
氏
「
初
期
『
妙
好
人
伝
』
編
纂
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
」
（
宮
崎
圓
遵
博
士
還
暦
記
念
『
真
宗
史
の
研
究
』
、
朝
枝
氏
編
『
妙

好
人
伝
研
究
』
）
後
者
四
二
頁
。

一
九
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二
〇

野
世
渓
朝
住
職
よ
り
、
長
浜
市
余
呉
町
東
野
・
米
原
市
磯
も
、
と
も
に
農
村
地
帯
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
内
陸
部
の
東
野
と
琵
琶
湖
沿
岸
の

磯
と
で
は
土
壌
に
差
異
が
あ
り
、
若
干
作
物
の
種
類
が
ち
が
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
ご
教
示
あ
り
。

『
与
市
話
記
』
上
妙
寺
蔵
。
記
号
は
註
（
7
）
拙
稿
七
八
頁
参
照
。

註
（
7
）
拙
稿
九
三
頁
。

拙
著
『
節
談
椿
原
流
の
説
教
者
　
野
世
渓
真
了
和
上
芳
燭
』
四
五
頁
。

野
世
渓
朝
先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。

明
性
寺
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
滋
賀
県
彦
根
市
本
町
）
。

註
　
（
6
！
）
　
拙
　
者
⊥
ハ
○
頁
。

野
世
渓
朝
先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。

上
妙
寺
河
村
節
子
坊
守
の
ご
教
示
に
よ
る
（
註
（
7
）
拙
稿
七
六
頁
参
照
）
。

註
（
3
）
及
び
註
（
5
）
参
照
。

註
（
7
）
拙
稿
九
二
頁
～
九
三
頁
。

註
（
1
6
）
拙
著
七
一
頁
。

野
世
渓
真
了
師
述
・
宇
野
最
勝
寺
編
『
猟
吉
書
説
教
』
入
頁
二
五
頁
・
↓
六
四
頁
～
一
六
五
頁
・
】
六
八
頁
～
一
六
九
頁
・
一
七
一
頁

～
］
七
二
頁
。
宇
野
最
勝
（
滋
賀
県
守
山
市
大
林
寒
心
明
寺
住
職
）
に
関
し
て
は
、
三
田
源
七
の
聞
法
の
歩
み
を
善
友
の
竹
田
太
四
郎
が

記
録
し
た
内
容
を
編
集
し
た
『
信
者
め
ぐ
り
』
（
一
九
二
一
年
刊
）
が
名
高
い
。
真
了
の
門
弟
と
妙
好
人
伝
と
の
関
係
と
し
て
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

武
藤
幸
久
師
編
『
真
宗
説
教
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
リ
ス
ト
』
（
府
越
義
博
師
「
説
教
の
秘
訣
』
）
二
一
六
頁
。
尚
、
『
タ
ノ
ム
タ
ス
ケ
タ
マ
へ

略
弁
』
】
巻
は
残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。

『
三
業
惑
乱
展
望
』
　
］
一
頁
。

『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈
版
）
』
　
】
四
一
三
頁
。

『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈
版
ご
　
一
四
一
八
頁
。

「
蓮
如
教
学
と
「
安
心
論
題
』
」
（
『
蓮
如
へ
の
誤
解
の
誤
解
』
）
一
一
〇
頁
。
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（
3
1
）
　
そ
の
点
説
教
者
に
は
、

（
3
2
）
註
（
2
7
）
書
一
〇
頁
。

厳
し
い
「
安
心
の
要
」
の
領
解
が
要
求
さ
れ
た
の
は
云
う
ま
で
も
な
い
（
『
信
者
め
ぐ
り
』
四
三
八
頁
参
照
）
。

退不林直
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